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労働政策研究・研修機構 編



ま え が き

現在、若者に対する職業意識を高める上でのキャリア教育の必要性が論じら
れている。また、離転職者や非正規労働者に加え、在職者に対するキャリア・
コンサルティングのニーズも高まっている。このような状況にあって、個人が
自らのキャリア形成を考えるための一つの素材を提供する道具として、職業適
性評価の役割が重要になっているといえよう。

当機構では、厚生労働省編一般職業適性検査をはじめとする様々な職業適性
検査、キャリアガイダンス・ツールの開発と改訂、活用に関する調査研究を
行ってきた。これら一連の研究は、様々な職業相談機関・施設等で行われてい
る就職支援や教育機関における進路指導に対して、厳密かつ実証的な手法に基
づいて開発された検査やツールの提供を通して貢献するという目的の下に継続
して行われてきたものである。

職業適性評価の役割については、社会的な価値観のあり方や時代背景ととも
に、その評価や受け止め方が様々に変化してきた。その中にあって、当機構が
開発してきた数々の職業適性検査は、初版が公表されて数十年が経過した現在
においても毎年、各２０万部～４０万部が印刷され、公共職業安定所や学校、事業
所において活用され、求職者の職業選択の支援のために役立てられている。ま
た、近年、開発されたコンピュータによるキャリアガイダンス・システムや
カード式のツールについても、様々な就業支援の場での活用が広がっている。

そこで、本書では、これまでに開発してきた各種職業適性検査やキャリアガ
イダンス・ツールの解説を行うとともに、平成１９年度から平成２３年度にかけて
行われた第２期プロジェクト研究のうちの職業適性評価に関連した研究成果を
とりまとめた。本書が、職業相談や進路指導に携わる多くの方々にとって、職
業適性評価の意義と方法についての理解を深め、実践する上での一助となれば
幸いである。

２０１２年３月
独立行政法人 労働政策研究・研修機構

理事長 山口 浩一郎
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